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＊敵対心は劣等感の裏返し 

～日本人は仕事上の役職と人間としての関係の分離がうまくできなくて、仕事を離れ

れば皆、人としては同じと云う風になれば中国でも現場の工員さんとも人間関係がスム

ーズになるはずです。 

＊人を見るときは生きるモチーフを見る 

～職業や肩書で人を偉いと考えない方がいい、人として、社会的に偉いという事とは

全然違う、一部に過ぎない、と評価を分けた方がいい。 

＊一芸に秀でた人に人格者は少ない 

～川端にしても谷崎潤一郎にしても性格的な欠点の多い人だった。 

村上春樹は意識的に大家に近づこうとしている、小説作品は意識的に作品の質・調和

性・円熟度を心がけていて日本人で文学賞の可能性が一番高そうだ。  

＊日常のスピードと円熟のスピードがちぐはぐになっている 

～講談社の「群像」、文芸春秋の「文学界」、新潮社の「新潮」等こじんまりして現代は

大家が生まれにくい環境だと思う。 

＊虚業と実業 

～ホリエモンは虚業家と云われましたが、虚業と実業とは一体何でしょうか、職業の良

い・悪い、を判断する基準は？金は儲からなくても書くことをやめない人達は何時まで

も存在するでしょう。 

＊善意の押し売り 

～人の為になる仕事についているから自分は善い人間だと思わない方がいい、善意も

時と場合によっては毒になる事がある。 

瀬戸内寂聴さんが死ぬのは怖くない、と云っているが僕はあまり信じません、その時に

なってみないと本当は分からないと思う。 

親鸞だけが死ぬことは「不定」だと言い切っている。 

４ 生き方は顔に出る 

＊見た目を気にするのは動物性の名残 

～僕は猫を 4匹飼っていますが 1匹だけを可愛がるとお互いに喧嘩を始める。 

 

人は本物の動物程に反射的な行動はしないで頭で考えて多少なりとも分離することが

出来る。 

＊老人はより人間らしい人間 

～スポーツは動物の様に反射的に動くほどうまいと云えるわけで柔道の田村亮子は



「技をかけて決まらない時は反射的に次の技が出てくるような訓練、修行をしている」と。

老人は人間の中の動物性が極限まで小さくなったので老人が本来評価されるべき点

だと思うのです。 

＊人の魅力は 30代の半ばから、もっと云えば老人の部類に入ってから 

～身ぎれいにして、みた目を意識することが本当に必要なのは実は年を取ってから 

～身なりに気を付けている老人がいると、とてもいい感じがします。 

＊老人だからこそわかる事がある 

～聴診器で体を読むような医者が殆どいなくなったが、せき込んだり呼吸が困難にな

ったりするときは乾いた布で毎日 30 秒位こすっていると少し楽になってくる、頬が下が

ってくると間の抜けたような顔になってしまうが、同じように乾いた布で 1 分位こすると

かなり効果がある。 

＊利害関係を第一義に考えない 

～マルクスの自然哲学によれば人が何かに手を加えることは相手そのものを価値化す

る事だと考えます、事業に換算すれば利益ということになる。 

元々は価値化する時に何を第一義にしたか、にかかっていると思う、その都度見直す

事が必要です。 

＊育ちの良し悪し 

～乳児期と前思春期の二つの期間を経て人の無意識を含めた性格形成がなされると

考えられます、青春期以降は育ちがいいも悪いも関係ありません、そこから以降の環

境は育ちによるものとは別問題だと思っています。 

＊子育ては千差万別 

～母親が父親に助けて貰いながら産後の肥立ちを待つ事が出来るのは人間の育ち

方、育て方として理想に近いと思う 

＊甘えが強くてどこが悪い 

～母と子の関係は小さい時にたっぷり甘えておけば対立も少しは和らぐ。 

フランスの俗な言葉に「日本人の奥さんを貰って、中国人に料理させ、フランス人の女

性と生活を楽しむ」これが男性の理想だという事で、ある意味で、的を得ているかも 

しれません。 

＊ヨーロッパ人と日本人 

～フランスにはだれとでも自由に付き合える、何とも言えない自由さがある、日本でい

う自由さとか差別のなさとはまるで次元が違う。 

フランス人と結婚した女性が「自由以外は日本の方がいい」と。 

＊目に見える苦労はあまり問題にならない 

～三島由紀夫の育ち方はお母さんが「暗い一生」と、その始まりがどうだったかを証言

して「育てられ方・生き方・死に方にしてしまった」と。 

＊子供は親を映す鏡 



～前思春期迄は正面切って、子供と向き合い怒るときは怒り、かわいがるときはかわ

いがるそうすれば文句なく育つ筈。 

５ 才能とコンプレックス 

＊三島由紀夫の「暗い一生」 

～元々は虚弱な人なのに意識的に変えようとスポーツで鍛えたり、強靭な精神を作り

上げようとしたので三島さんの小説は非常にいいのですが何処か人工的な臭いがする。 

＊引き込み思案の苦しみ 

～私は子供のころから引きこもり思案でいて苦しみを味わうのは人前で話すときです、

大勢を前に講演する時は意外と平気です 

＊コンプレックスは生きるテーマになる 

～作家の表現はその人の性格・人格をよく表していて、太宰治の様な裸の鋭敏さ、 

三島由紀夫の様な練りに練って・飾りに飾った作品として出てくることがある。 

＊人間にとって一番大切な事 

～時代時代によっていろいろ変わる一つ一つの課題に対して自分なりに考え、いかに

克服していくか、自分なりに最も長続きしている習慣です。 

６ 今の見方、未来の見方 

＊きわめて倫理的だった戦争中の社会 

～戦争の当事国はそれぞれに自国なりの倫理観・正義感を持っている。 

そしてお互いに相いれない所から始まります。 

米国では割に平気で反対する意見を言いそれが法律に引っ掛かって捕まるということ

はまずありません。それは西欧のいい所だと思います。 

＊倫理や健康が極端に走るとき 

～第二次大戦中のドイツや日本は政府のやることに反対することは許されなかった。 

そうした未成熟な社会が健康さを凶悪さに変化させる土壌となった。 

＊正義の戦争はない 

～戦争に対する考え方は当時若いということもあり真正面から賛成したが、戦中戦後

の体験から疑いの余地もなく悪だと考えた方がいい。 

＊戦中、戦後を経て人はどう変わったか 

～アジアは植民地だらけで僕たちが植民地をなくそうと考えた、それが、僕ら戦中派

が正義感に燃えた理由です。 

もう一つは貧農が娘を売り飛ばし都会で遊女になった、こんなバカなことはないと、  

僕らの正義感があおられた。 

＊僕が戦後に軟化したわけ 

～米国の駐留軍は占領地で対等な扱いをしてどう考えても僕らには逆立ちしてもでき

そうにないと、やり直しを考えた。 

＊今も戦中戦後の延長線上で日本国というのは「いい悪い」の両方を含めて一体何な



のだ、ということを僕は今でも追求して責任を果たそうとしています。 

＊戦争中は喧嘩と口論が絶えなかったが、それで覚えた人との距離感。 

＊人間の本姓 

～戦争中は酷い荒廃した面と相互扶助が良くできていた面と両方あった。 

～警察官も買い出しに手心をしてくれた面もあった、嫌だったのは動員先から故郷に

帰っていく兵隊さんが軍服や食べ物を背負えるだけ背負って帰っているさまを見て  

お互いに軽蔑していた。 

＊すべてが逆な方向へと進んでいる 

～時代の発達のスピードが速すぎて、最早、武士道や男気で道徳を復活させるのは

懐古的な考え方に過ぎなくて、それでは到底間に合いません。 

＊人間の中の普遍性と革新性 

～今の状態は思想や政治システムといったものより人間性そのものが問われる時代で

人類がかつて体験したことがない全く新しい状態にまで来ている。 

これから先のことは自分達で新しく考えていくしかありません。 

行き着くところまで来たからこそ、人間とは何かという事をもっと根源的に考えてみる必

要があるのではないでしょうか。 

                                                        

（ 完 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


